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専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－３ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

※ 

（ １ ） 機 械 学 習 に つ い て  

 機 械 学 習 と は 、 人 工 知 能 に お け る 技 術 の 一 つ で 、 人  

間 が 行 っ て い る 学 習 能 力 と 同 様 の 機 能 を 明 示 的 な プ ロ  

グ ラ ム で 指 示 せ ず に 、 コ ン ピ ュ ー タ ー に 学 習 さ せ る 技  

術 で あ る 。  

 機 械 学 習 を 実 現 す る に は 、 学 習 す る デ ー タ を 入 力 値  

と し て 利 用 し 、 こ の 入 力 値 を 「 機 械 学 習 ア ル ゴ リ ズ ム  

」 と 呼 ば れ る 処 理 を 通 し て 、 デ ー タ の 分 類 や 識 別 す る  

処 理 を 見 つ け る 。 そ し て 、 こ の 学 習 し た 処 理 を 利 用 す  

る こ と で 、 学 習 し て い な い 未 知 の デ ー タ に 対 し て も 、  

分 類 や 識 別 を 可 能 と す る 技 術 で あ る 。  

（ ２ ） デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ に つ い て  

 デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ は 機 械 学 習 の 一 つ で 、 人 間 の 脳  

内 に 存 在 す る 神 経 細 胞 （ ニ ュ ー ロ ン ） を 参 考 に し た ニ  

ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク を 多 層 化 し た も の で あ る 。 従 来  

の 機 械 学 習 と 比 較 し 、 よ り 難 し い 認 識 や 認 知 、 判 別 機  

能 を 実 現 す る こ と が で き る 。  

 デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ と 機 械 学 習 と の 違 い に 、 特 徴 量  

の 設 計 が あ る 。 特 徴 量 と は 、 学 習 デ ー タ に ど の よ う な  

特 徴 が あ る か を 数 値 化 し た も の で 、 従 来 の 機 械 学 習 で  

は 、 こ の 特 徴 量 の 抽 出 は 人 間 が 設 計 す る 必 要 が あ っ た 。   

 一 方 、 デ ィ ー プ ラ ー ニ ン グ で は 、 コ ン ピ ュ ー タ ー が  

学 習 デ ー タ か ら 自 動 的 に 特 徴 を 抽 出 す る 点 が 大 き く 異  

な り 、 特 徴 量 の 自 動 抽 出 に よ り 、 既 存 手 法 を 著 し く 上  

回 る 精 度 を 実 現 で き る よ う に な っ た 。  


